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◆クラスター分析とは 
異なる性質のもの同士が混ざり合っている集団(対象)の中から，互いに似たものを集めて集落(クラスター)を
作り，対象を分類しようという方法 
 
◆SDAMを利用したクラスター分析 
因子分析と組み合わせた階層的なクラスター分析と非階層的なクラスター分析(K-means法)の2種類がある。 
ここでは前者の分析方法について具体例を挙げながら利用する。 
 
＜例 山梨県の産業別労働者数から見た地域区分＞ 
◆目的 
山梨県はぶどうやももなどの果樹生産が有名だが、市町村による産業構造の差が見られるかどうか分析しよう。 
 
◆起動前の準備 
①国勢調査(2000年)及び事業所・企業統計(2000年)から、山梨県の市町村別の産業別就業人口及び人口指標
に関する統計データを入手する 
②山梨県の市町村境界が含まれた(2000年)のシェープファイルの作成 
③データを整理し、DBF４形式で保存する 
※必要に応じたデータとシェープファイルの作り方は他のHPを参考にして頂きたい。 
 
◆SDAM起動後の手順 
①地図ファイルの選択…起動画面の左上の｢ファイル」から｢開く」を選択し(図 1)、作成したシェープファイ
ルを選択し、｢適用」をクリックする 
②因子分析の選択…ツールバーの｢分

析｣から｢多変量解析」、｢因子分析｣の順

に選択しクリックする(図2)。  

図1 地図選択場面  
図2 地図表示後の因子分析選択画面 

        
③因子分析の実行…因子分析の変数選択場面で必要な変

                  

数を選択し｢適用」ボタンをクリックする。ここでは

産業構造による地域区分を行うため13に大分別された産業別の労働者数を変数とした(図3)。 



④結果の表示…因子分析の結果、それぞれの変数から得られた因子の固有値と累積寄与率が表示される。左上

 図4 因子付加量の表示結果 

すると、｢クラス

ー分析」の画面が表示される(図 5)。さらに｢デンドログラム表示｣を選択し、グループ数を選択すれば、自

域区分の結果 

⑥分析…色分けされた地図を元にそのようになった背 する。山梨県の場合はそれぞれのグルー

を農業特化型、工業特化型、都市商業型、観光産業型などそれぞれの地域の背景に基づいて説明することが

のように手作業では難しいクラスター分析や因子分析も簡単に行うことができる。さらに SDAM の場合、
しているので、結果が視覚的にわかりやすいのが有用な点である。 

の｢因子付加量｣を選択するとそれぞれの変数と因子の関係が示される(図4)。 
  

図3 因子分析の変数選択方法  
   

 
⑤クラスター分析の実行…｢因子付加量｣の画面の左下にある｢クラスター図表示｣をクリック

タ

動的に色が表示され、その結果が地図に表示さ

れる(図6)。ここでは6グループに区分した。な
お色合いを変えたいときはもう一度グループ数

を選択すればよい。 

 
図6 デンドログラムのグループと連動した地図化された地図5 クラスター分析によるデンドログラム  

 
景について考察

プ

できた。 
 
◆まとめ 
こ

地図と連動


